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MACHIDASOhO
昨今のアメリカにおける日本研究者の間では、 どの分野においても反 日本人論的傾向が相当広





















例えば、筆者が研究対象としている熊野信仰の場合 も、土着のアニ ミズムと神道 と仏教の三者が
混然一体 としており、神仏習合という単なる宗教学的概念では捉えきれないほど複合的な形態を




戒律 を厳 しく守 りながら専門的な修行に生涯を捧げる必要があるというような考え方は、この国






考え方がこれほど徹底 して普及 した仏教国は他 にはない。9世 紀末の遣唐使廃止から法然などの






からかけ離れた超越性というのは、容易には把握 しがたい代物である。マ ックス ・ウエーバーも
指摘 しているように、プロテスタントにも世俗的職業を神からの使命と受けとめる考え方がある
わけだが、日本人の場合、教会(寺 院)に も行かず洗礼 も受けずに、日常の営みを宗教的営みと
完全に重ね合わせるという徹底したものである。
江戸期を通 じて隠れキリシタンが自分たちの信仰の拠 り所 とした聖書、『天地始之事」の中で、
禁断の実を口にしたアダムとイブがデウスに最終的に許されてしまったり、二人の間に出来た子












食糧とする獲物にまで平等に魂があることを認めて、それに対 して法事や祭 りを通 じて敬意を






















ドグマとして信奉し、賛否両論が徹底対立 して、堕胎 された胎児 を衆 目に晒 した り、産婦人科医
を射殺 したりするような事態まで発生 している。残念 ながら、これらの社会現象は曖昧さを許容
できない論理性追及の文化が行 き着 く必然的な結果と言わざるを得ない。
反対に、 日本人の倫理観においては、善と悪が連続 しているがゆえに、善 も悪を包含 し、悪も
また善を包含するという見方が可能であるため、自己肯定と他者否定 という決定的な対決が回避
される道が用意されている。日本の神話や昔話でも、間違いを犯 したものが厳 しく罰せ られたり、
命を奪われたりすることは稀であるし、恐ろしい形相をした鬼が、ある事件を契機にあっという
間に神や仏の使いに変身 してしまったりする。そのようなことは物語だけでなく、歴史上の出来





をや」 という言葉は人口に膾炙 しているが、これは人間の本性には善と悪が混在 してお り、問題
はそれをはっきりと自覚 しているかどうかであって、万人が等 しく凡夫以外の何者で もないとい
う彼の達観の中から出てきた表現のはずである。ところが、彼の宗教運動の中から仏の救済力に




多 くの物語があの世とこの世が二重写 しの世界を描いているのも、無神論者のレッテルを貼 られ
たりする日本人が盆や彼岸の宗教的行事をことのほか大切にするのも、死者がこの世から遠いと














の個人主義がこの国にそのまま適応されるわけにはいかない。芭蕉の 「秋深 し隣は何 をす る人ぞ」
の句は、日本人が孤独になりきれない深い心情を表わ しているとも言える。
ところが、 日本人も曖昧性を放棄 して、物事を明確に区別する一面がある。それは、人間関係
や経済行為における 「上」 と 「下」、「内」と 「外」などを峻別する意識であり、そこから派生 し
た敬語や礼儀作法の極め細かさは、他の文化に全 く類例を見ないほどのものである。そして、外
国人、在 日韓国/朝 鮮人、部落民、女性、老人、身体や精神に障害のある人々への差別には、根
強いものがある。これらの差別問題に対 して 日本人は、正面から取 り上げずに避けて通っている
ような傾向があるが、これはどうしても日本人全体がいつかは克服 しなければならない大 きな課
題である。そのように日本人も自分達の社会に闖入 した異分子に対 しては決 して曖昧ではないの
だが、それはどちらかと言えば、自分達のアイデンティティーや集団の安定性 を守るための防衛
心理が働いているのであって、差別する側 と差別 される側に必ず しも人種的に決定的断絶が横た
わっているとは思えない。従って、教育次第では差別問題は現状よりも遥かに改善される可能性
がある。
それ ともう一つの深刻な問題 は、現代 日本人がかつてのように自然への畏敬の念を持てなく
なっていることだ。筆者は日本に帰 ってくるたびに、海や山川に余 りにも多 くのゴミが捨てられ
ているのを見て大変失望させられるのだが、これは単 に公衆道徳の低下 といった ものではな く、
もっと現代文化の深い所に根ざしているように思われる。つまり、現代人から自然の中に神聖な
ものを感じ取る、或いは、物理的環境 と人間の間に連続性 を感 じとる能力がなくなった結果では




































3)『 キリシタン書/排耶書』「日本思想大系」v.25(1970年 、岩波書店)所 収。
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